（様式３－１：単独１事業者による申請の場合）
補助事業計画書
名　称：有限会社やま平窯元　　　　　
１．補助事業の内容
	1．補助事業で行う事業名【必須記入】（30文字以内で記入すること）
“独自技術や想い”を魅せる観光ファクトリーでの販路開拓

	2．販路開拓等の取組内容【必須記入】（販路開拓等の取り組み内容を記入すること）
(1)具体的な取り組み
　観光型ファクトリーとして、受入れ体制を整備することで、独自技術の紹介や、作り手の想いを知っていただき、サービスの充実とお客様の増加を図り、販路開拓に取り組みます。
　この事業では第二期工事にあたる看板・サインの設置をします。現状社屋の高い位置に看板があることから、初めて来社頂くお客様にとって分りづらいという声も多いため、車で来られるお客様や徒歩で来られたお客様の目線から分かり易い所に、植栽を取り除きブロック塀の上と業者搬入口(グリーンの鉄扉)に看板を設置します。
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(2)創意工夫
①ファクトリーオープンに合わせたリ・ブランディング
　これまで、ロゴ、商品パッケージ等の作成は、すべて自社で行ってきました。随時必要な作成、変更に取り組んだことで、統一感がないことも感じるようになりました。ファクトリーオープンに合わせて、これらを統一したブランドとして、改めて整理する、リ・ブランディングに取り組みます。

②魅せる観光ファクトリー
ギャラリー内に映像(プロモーションビデオ)を流し、またポップなどを使うことで、商品はもとより、「エッグシェル」に象徴される当社の独自技術、ものづくりの想いを、お客様に、さらに、印象的にお魅せします。薄くデリケートな生地は、持つ部分によって、すぐに壊れてしまいます。表面に、繭(まゆ)のようなテクスチャー(模様)を施している様子は、他社では見られない、繊細な技術、工程となります。
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	3. 業務効率化（生産性向上）の取組内容【任意記入】
＊公募要領P.42に該当する取り組みを行う場合は本欄に記入します。特になければ本欄は空欄のままご提出ください。
　

	4．補助事業の効果【必須記入】
①ファクトリーオープンによる販路開拓
弊社は有田へ車で来られるお客様の玄関口、波佐見有田インターから3㎞、有田駅からは800ｍという徒歩圏内。また、昨年日本遺産に認定された『肥前窯業圏』・波佐見と結ぶ沿線に位置し、今後、活性が期待できる観光の好立地にあります。今回の事業への取り組みの後も、消費地イベントへの出展によるＰＲ活動と、ＳＮＳによる情報発信により、ギャラリーへの集客が期待できます。

　また、ゴールデンウィークに開催される『有田陶器市』では、毎年100万人を超えるお客様が来場いただいています。陶器市のメイン会場からも100ｍ圏に位置し、会場からの流入を期待できます。

　現在ギャラリーでの一般小売売上高は年間150万円ですが、5年目後を目途に、年間500万円を目指します。
　私どもの物作りに対しての考えや姿勢を理解していただく事で、ブランドイメージを高め、また業者様からの信頼を深めます。
[image: image3.jpg]


　[image: image4.jpg]


　[image: image5.jpg]



有田駅から８００ｍ
陶器市会場から１００ｍ　　インターまで3㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波佐見まで5㎞
産地・有田の玄関口という好立地

②革新する産地・有田の新たなビジネスモデル
　弊社は、有田の玄関口という好立地に位置します。歴史や文化に育まれた産地でありながら、表現方法、情報発信、流通の手法において、まだ未成熟な部分があります。当社は、この立地を活かし、独自技術とものづくりへの思いで、有田窯業の先端を行く窯元として、産地の存在をアピールする使命を果たしていきます。
また、産地内においては、商社・窯元ともに、自ら変革しようとしない、旧態依然としたと体質が残されています。ものつぐりや流通・広報において、革新する企業として、“有田焼の新しいビジネスモデル”をつくり、産地の活性に貢献します。
　


※採択時に、「事業者名称」および「補助事業で行う事業名」等が一般公表されます。
※欄が足りない場合は適宜、行数・ページ数を追加できます。
２．経費明細表【必須記入】
（単位：円）
	経費区分
	内容・必要理由
	経費内訳
（単価×回数）
	補助対象経費
（税抜・税込）

	②広報費
	看板の設置
	一式850,000円(概算)
	850,000円

	
	
	
	

	
	
	
	

	（１）補助対象経費合計
	850,000円

	（２）補助金交付申請額　　　（１）×補助率2/3以内（円未満切捨て）
	500,000円


※経費区分には、「①機械装置等費」から「⑬外注費」までの各費目を記入してください。
※補助対象経費の消費税（税抜・税込）区分については、公募要領Ｐ.70参照のこと。
※（２）の上限は５０万円。ただし、「従業員の賃金を引き上げる取り組みを行う事業者」、「雇用を増加させる取り組みを行う事業者」、「買物弱者対策の取り組み」、「海外展開の取り組み」のいずれかの場合は、上限１００万円。
　　
※以下に該当する場合には、いずれか１つの□に☑（チェック）を入れてください
　　　　注）以下１．～４．は、複数の選択はできません（いずれか一つ）。
　
　□　１．従業員の賃金を引き上げる取り組みを行う事業者（申請時に、様式６および必
要書類の提出が、また、「事業者内最低賃金引き上げ確認期間」終了後に、「賃
金引き上げ状況報告書」および必要書類の提出が必須です。条件の詳細は公募
要領P.54参照。）
　　☑　２．雇用を増加させる取り組みを行う事業者（実績報告書提出時に、「雇用を増加させる取り組み報告書」および被保険者縦覧照会回答票（写し）等の提出が必須です。条件の詳細は公募要領P.58参照。）
　　□　３．買物弱者対策に取り組む事業者（申請時に、様式７および様式８の添付が必須です。条件の詳細は公募要領P.59参照。）
　　□　４．海外展開の取り組みを行う事業者（「１．補助事業の内容」の「２．販路開拓等の取組内容」と「２．経費明細表」に、「海外展示会出展等事業」の記載が必要です。条件の詳細は公募要領P.59参照。）
３．資金調達方法【必須記入】
＜補助対象経費の調達一覧＞　　　　　　　　＜「２．補助金」相当額の手当方法＞(※３)
	区分
	金額（円）
	資金
調達先
	
	区分
	金額（円）
	資金
調達先

	1.自己資金
	350,000
	
	
	2-1.自己資金
	850,000
	

	2.持続化補助金（※１）
	500,000
	
	
	2-2.金融機関からの借入金
	0
	

	3.金融機関からの借入金
	0
	
	
	2-3.その他
	0
	

	4.その他
	0
	
	
	
	
	

	5.合計額
（※２）
	850,000
	
	
	


※１　補助金額は、２．経費明細表（２）補助金交付申請額と一致させること。
※２　合計額は、２．経費明細表（１）補助対象経費合計と一致させること。
※３　補助事業が終了してからの精算となりますので、その間の資金の調達方法について、ご記入ください。
（１．から３．の各項目について記載内容が多い場合は、適宜、行数・ページ数を追加できます。）
【一般型】





看板の設置


車や徒歩で来られたお客様から見やすい所に看板を設置します。現状では、当社工場に気づかずに、通り過ぎられるお客様も多くあります。観光ファクトリーでの販路開拓、その入り口においては、必須となります。





職人さんのエッグシェル作業の様子





テクスチャー





画像左:エッグシェルに取り組んだ当初は、その半分を割って、壊してしまっていました。ようやく慣れて、そのようなこともなくなりましたが、現在も、気を抜くと割れてしまう、とても繊細な工程です。画像右:職人さんごとに、筆先を変える(カスタマイズ)、何本もの筆を使い分ける、幾重にも手間をかけて、この模様を施します。








